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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部に連結して設けられ、この本体操作部に金属帯片の螺旋管からなる構造部の外
面に軟性チューブからなる外皮層を被装させた軟性部が連結され、この軟性部にはアング
ルリングの外周に弾性部材からなる外皮層を形成したアングル部が連結され、このアング
ル部に内視鏡観察手段を備えた先端硬質部を連結する構成とした内視鏡の挿入部において
、
　前記軟性部は、前記本体操作部への連結部から所定の長さ分が太径軟性部で、この太径
軟性部と前記アングル部との間は細径軟性部として構成され、
　前記太径軟性部と前記細径軟性部と間は連結リングにより連結した連結部を構成し、こ
の連結部は前記太径軟性部側から細径軟性部側に向けて縮径するテーパ面形状を有し、
　またこの連結部には前記太径軟性部側の外皮層から前記細径軟性部側の外皮層に及ぶよ
うに円錐形状の接着剤層で覆う
構成としたことを特徴とする内視鏡の挿入部。
【請求項２】
前記太径軟性部と前記細径軟性部とにそれぞれ連結リングを取り付け、前記太径軟性部側
の連結リングの外面は、前記細径軟性部への連結側に向けて連続的に縮径したテーパ面と
する構成としたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の挿入部。
【請求項３】
前記太径軟性部側の連結リングは前記細径軟性部側の連結リングに螺合されており、かつ
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その間に回り止めピンを介装する構成としたことを特徴とする請求項２記載の内視鏡の挿
入部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用として、特に下部消化管用として好適に用いられる内視鏡の挿入部に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は本体操作部に体腔内等への挿入部を連結して設けたものであり、挿入部は本体
操作部に接続され、この本体操作部側から順に軟性部と、アングル部及び先端硬質部とか
ら構成される。軟性部は挿入経路に沿って任意の方向に曲がる構造となっており、先端硬
質部は照明部及び観察部からなる内視鏡観察手段が設けられ、アングル部はこの先端硬質
部を所望の方向に向けるように、本体操作部からの遠隔操作で湾曲できるようにしている
。従って、挿入部を体腔内に挿入するに当っては、術者は、アングル部を適宜湾曲させな
がら、軟性部の基端側部分を把持して押し込むことによって、先端硬質部を経路に追従さ
せるように進行させる。
【０００３】
　大腸等の下部消化管を観察し、また必要に応じて適宜の処置を行うために用いられる大
腸鏡は、挿入経路が複雑かつ急激に曲がっており、しかも挿入操作に対する抵抗が大きい
という点で、胃鏡，十二指腸鏡等の上部消化管用の内視鏡より被検者の体腔内への挿入操
作が困難かつ面倒である。例えば、直腸からＳ字結腸にかけての部位や、下行結腸から脾
湾曲部を経て横行結腸へ向かう経路等は、複雑に、しかも大きく曲がっており、これらの
経路を通過させる操作は高度な熟練が要求される。このために、挿入部の方向性の制御と
いう点から、挿入部の先端硬質部から軟性部のある長さまでの部位は、細径化する必要が
ある。また、軟性部の先端部分はアングル部の湾曲動作にある程度追従するように、曲が
り易い構造となっているのが望ましい。また、腸壁は柔軟で伸縮性があり、挿入部が大腸
内を進行する際に、腸壁が押し込まれるようになる等、挿入部の押し込み操作に対する抵
抗が大きい。従って、挿入部にはある程度の腰を持たせて、先端にまで十分な押し込み推
力を作用させるようにしなければならない。また、挿入部がＳ字結腸を通過すると、この
経路部分を真っ直ぐにする。このためにも、挿入部の少なくとも基端側はある程度剛性を
高くして、先端にまで十分推力を及ぼし、かつ曲げ力に対する抵抗を大きくする必要があ
る。
【０００４】
　以上の観点から、下部消化管用の内視鏡においては、挿入部を構成する軟性部を、先端
側から所定の長さ分には柔軟性を持たせ、それより基端側は剛性化する構成とした内視鏡
の挿入部は、例えば特許文献１に示されている。また、この特許文献１では、さらに軟性
部の基端側を先端側より太径化させるようにしており、これにより挿入操作時に挿入部を
把持して捻る操作等を円滑に行えるようにしている。
【特許文献１】特開２００４－１４１４９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前述した従来技術の挿入部においては、その剛性及び太さの差を持たせるた
めに、螺旋管等の直径は変化させずに、軟性部の外皮層の肉厚だけを変化させるようにし
ている。即ち、外皮層を部分的に２層構造として、基端側の厚みを増大させる構成とする
か、または予め厚手の外皮層を形成しておき、先端側を削り取るようにするという手法が
開示されている。しかしながら、太径の部分から細径部への移行部分がなだらかなテーパ
面形状とする必要があるが、前述した従来技術の手法では、正確にテーパ面を形成するの
は困難であるという問題点がある。しかも、細径部分と太径部分との間の差は外皮層の厚
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みだけであり、従って太径の部位と細径の部位とに必要な特性を必ずしも持たせることが
できないこともある。
【０００６】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、軟性部の
途中で特性を変化を持たせるために、太径の部分から細径の部分への移行部に形成される
テーパ面部を高精度に形成し、かつ軟性部のそれぞれの構成部に所望の特性を持たせるよ
うにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部に連結して設けられ、この本体
操作部に金属帯片の螺旋管からなる構造部の外面に軟性チューブからなる外皮層を被装さ
せた軟性部が連結され、この軟性部にはアングルリングの外周に弾性部材からなる外皮層
を形成したアングル部が連結され、このアングル部に内視鏡観察手段を備えた先端硬質部
を連結する構成とした内視鏡の挿入部であって、前記軟性部は、前記本体操作部への連結
部から所定の長さ分が太径軟性部で、この太径軟性部と前記アングル部との間は細径軟性
部として構成され、前記太径軟性部と前記細径軟性部と間は連結リングにより連結した連
結部を構成し、この連結部は前記太径軟性部側から細径軟性部側に向けて縮径するテーパ
面形状を有し、またこの連結部には前記太径軟性部側の外皮層から前記細径軟性部側の外
皮層に及ぶように円錐形状の接着剤層で覆う構成としたことを特徴としている。
【０００８】
　太径軟性部も細径軟性部も共に軟性部を構成するものであるから、構造体としての螺旋
管にネット及び外皮層を被挿させる構成とするが、これら螺旋管や外皮層の構成について
は、両者は同じであっても良く、また材質や厚み等を異なるようにすることもできる。こ
れによって、太径軟性部と細径軟性部とに必要な機能を与える。例えば、螺旋管について
は、用いられる金属帯片の厚み及び幅を変えることによって、それらの可撓性の度合いを
異ならせることができる。また、螺旋状に巻回するに当って、その角度も変化させること
ができる。一方、外皮層においては、厚みを変化させたり、材質を変えて、弾性の度合い
等を調整したりすることもできる。
【０００９】
　両軟性部の端部間を連結するが、この連結部の構成としては、太径軟性部及び細径軟性
部にそれぞれ連結リングを設け、これらの連結リングを連結とすることができる。この場
合、太径軟性部側の連結リングの外面を細径軟性部への連結側に向けて立ち下がるテーパ
面形状とするのが望ましいが、細径軟性部側の連結リングを端部に向かうに応じて立ち上
がるテーパ面とすることも可能である。また、両連結リングの連結態様としては、はんだ
付けや溶接等の手段によることもできるが、両軟性部を分解可能に連結する構成とするに
は、両連結リングを螺合させるようにする。このように螺合させる構成とした場合には、
この螺合部に回り止め用のねじやピンを用いて回り止めすることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　径差のある軟性部を、実質的に段差がなく、なめらかなテーパ面として形成することが
でき、また太径部と細径部とにそれぞれ所望の特性を持たせることができて、体腔内への
挿入操作を極めて円滑に行える等の効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡全
体の概略構成を示す。同図において、１は本体操作部、２は体腔内への挿入部、３はユニ
バーサルコードをそれぞれ示す。挿入部２は、その本体操作部１への連結側から所定の長
さ分は軟性部１０であって、この軟性部１０にはアングル部１１が連結されており、さら
にアングル部１１には先端硬質部１２が連結して設けられている。先端硬質部１２には、
図示は省略するが、少なくとも照明部と観察部とからなる内視鏡観察手段が装着されてお
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り、また鉗子等の処置具を導出させるための処置具導出口が開口するように設けられてい
る。アングル部１１は内視鏡観察手段を設けた先端硬質部１２を所望の方向に向けるため
に湾曲操作される部位である。この湾曲操作は本体操作部２に設けた操作ノブ４を手指で
回動させることにより遠隔操作で行われる。さらに、軟性部１０は挿入経路に沿って任意
の方向に曲がる構造となっている。
【００１２】
　ここで、軟性部１０は、その外径寸法が全長にわたって均一になっておらず、基端側が
太径軟性部１０ａであり、先端側は細径軟性部１０ｂとなっている。また、太径軟性部１
０ａと細径軟性部１０ｂとの間の連結部は細径軟性部１０ｂ側に向けて連続的に縮径する
テーパ面部１０ｃである。アングル部１１は細径軟性部１０ｂと同じ外径寸法を有するも
のであり、先端硬質部１０も同じ外径を有している。従って、挿入部２の全体としては、
太径軟性部１０ａからなる太径の部分と、細径軟性部１０から先端までの細径部分とに分
かれている。
【００１３】
　図２に示したように、太径軟性部１０ａは、金属帯片を螺旋状に巻回した２重の螺旋管
２０ａ，２０ｂを形成したものを構造体とするものであり、螺旋管２０ａと螺旋管２０ｂ
とは相互に反対方向に巻回されている。そして、外側の螺旋管２０ｂにはネット２１が被
装され、さらに外皮層２２が形成することにより構成される。また、細径軟性部１０ｂに
ついても、同様に、２重の螺旋管２３ａ，２３ｂを形成し、その上にネット２４及び外皮
層２５を形成することにより構成されている。なお、以下において、螺旋管を総称する場
合には、それぞれ符号２０，２３を用いる。
【００１４】
　太径軟性部１０ａ及び細径軟性部１０ｂの端部には、それぞれ連結リング３０，３１が
取り付けられている。図３からも明らかなように、連結リング３０，３１は、それぞれ嵌
合部３０ａ，３１ａと、ねじ部３０ｂ，３１ｂとから構成されている。嵌合部３０ａ，３
１ａにはそれぞれ螺旋管２０，２３が挿嵌されており、またねじ部３０ｂ，３１ｂにより
太径軟性部１０ａと細径軟性部１０ｂとが連結されて、一体の軟性部１０が構成される。
連結リング３０，３１は太径軟性部１０ａ及び細径軟性部１０ｂに対して、はんだ付けに
より固定されるものであり、このために連結リング３０，３１の嵌合部３０ａ，３１ａに
は、はんだを流し込むための透孔３２，３３が穿設されている。そして、連結リング３０
，３１の外周面には、それらのねじ部３０ｂ，３１ｂの位置に、円環状の凹溝３４，３５
が形成されており、太径軟性部１０ａ及び細径軟性部１０ｂの外皮層２２，２５（図３に
は仮想線で示されている）は、これらの凹溝３４，３５の位置にまで延在されて、それら
の端部が固着されている。
【００１５】
　連結リング３０の内周面と連結リング３１の外周面とにねじ部が形成されており、これ
ら連結リング３０，３１を螺合することにより両者が連結される。そして、この螺合部に
は回り止めねじ３６が装着される。このために、連結リング３０の周胴部にはねじ孔３７
が穿設され、回り止めねじ３６はねじ孔３７に螺挿される。これによって、連結リング３
０，３１の螺合部が螺回しないように固定される。
【００１６】
　以上のようにして太径軟性部１０ａと細径軟性部１０ｂとが連結されるが、その間の連
結部はテーパ面部１０ｃとなり、これによって太径軟性部１０ａから細径軟性部１０ｂに
向けて、その径差を円滑に吸収して、連続的に、滑らかに移行させる構成としている。こ
のために、太径軟性部１０ａ側の連結リング３０のねじ部３０ｂの外周面は、先端側に向
けて立ち下がる円錐面形状となっている。そして、太径軟性部１０ａにおいて、連結リン
グ３０の凹溝３４に止着されている外皮層２２の部位から細径軟性部１０ｂの連結リング
３１の凹溝３５に止着されている外皮層２５に掛け渡すようにして接着剤３９が塗布され
ており、この接着剤３９はテーパ状で段差が生じないようにしている。
【００１７】
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　以上のようにして太径軟性部１０ａと細径軟性部１０ｂとが組み付けられるが、連結リ
ング３０，３１間が連結されるまでは、それぞれ独立の軟性部を構成する。つまり、螺旋
管２０と連結リング３０とをはんだ付けした後に外皮層２２を積層させた太径軟性部１０
ａと、螺旋管２３と連結リング３１とをはんだ付けした後に外皮層２５を積層させた細径
軟性部１０ｂという外径の異なる軟性部を２本製造し、それらの連結リング３０，３１を
相互に連結しているために、その製造及び加工が容易になる。
【００１８】
　ここで、太径軟性部１０ａと細径軟性部１０ｂとは、それらを構成する各部材は同一の
ものであっても良く、また異なっていても良い。例えば、螺旋管２０と螺旋管２３とでは
、それらを構成する金属帯片の材質、幅、厚み等を異ならせることができ、また螺旋状に
巻回角度も異なるようにしても良い。これによって、太径軟性部１０ａと細径軟性部１０
ｂとで可撓性の度合いや曲げ可能な角度等を変化させることができる。また、外皮層２２
及び２５の材質及び厚みを異なるように設定することもできる。これらによって、太径軟
性部１０ａと細径軟性部１０ｂとにそれぞれ所望の特性を持たせることができる。
【００１９】
　以上のように構成される内視鏡は、例えば大腸鏡として用いられる。このように大腸鏡
として用いる場合には、挿入部２の先端から細径軟性部１０ｂと太径軟性部１０ａとの境
界部までの長さは、好ましくは１５０ｍｍ～２００ｍｍ程度とする。そして、先端硬質部
１２及びアングル部１１の合計の長さを７０～８０ｍｍとして、細径軟性部１０ｂの長さ
は８０ｍｍ～１２０ｍｍとなる。また、細径軟性部１０ｂ及びそれより先端側の外径は１
０ｍｍ以下とし、太径軟性部１０ａの太さは１２～１４ｍｍとする。
【００２０】
　挿入部２を大腸内に挿入するに当っては、直腸からＳ字結腸に向けての経路や、下行結
腸から脾湾曲部を経て横行結腸に向かう経路等のように、複雑に、しかも急激に曲がった
経路を通過させる際に、挿入部２の先端を円滑に進行させるには、この挿入部２における
先端部分はできるだけ細い方が望ましい。腸壁は柔軟であることから、挿入部２を挿入し
ていく際には、操作ノブ４を操作することによりアングル部１１を適宜の方向に湾曲させ
るが、さらに挿入部２の体外に位置する基端側の部位を捻るように操作する。このために
は、挿入部２の基端側は握り易い太さとする。挿入部２における軟性部１０は先端側が細
径軟性部１０ｂであり、従って挿入経路に沿って先端部を進行させる操作の操作性が良好
となる。また、基端側は太径軟性部１０ａとなり、握り易くなり、円滑に捻り力を作用さ
せることができる。
【００２１】
　前述したような急激に曲がった部位を通過させるには、アングル部１１を湾曲操作する
ことになるが、軟性部１０の先端側は可撓性があり、アングル部１１を曲げたときに、こ
のアングル部１１の基端部を境として折れ曲がるようなことはない。従って、経路の曲が
りに追従して円滑に通過することになる。例えば、図４に示したように、下行結腸から脾
湾曲部に向けての経路は概略直角乃至鋭角的に曲がっているが、アングル部１１を湾曲さ
せると、細径軟性部１０ｂはほぼこれに連なるように湾曲する状態となるので、この部位
を円滑に移行させることができる。ここで、アングル部１１を湾曲操作して、曲がった経
路を円滑に通過させるには、直径が概略１０ｍｍの挿入部２にあっては、ほぼ１８０ｍｍ
程度の長さ分だけ細径軟性部１０ｂとして曲げ易い構造としておけば良い。
【００２２】
　挿入部２の先端がＳ字結腸や脾湾曲部等を通過した後には、これらの経路が真っ直ぐに
なるように矯正しながら挿入部２を進行させる。また、大腸内における挿入深さが深くな
ると、挿入部２の挿入操作に対する抵抗が増大するので、押し込み推力を円滑に先端まで
伝達できるようになっていなければならない。挿入部２の軟性部１０の基端側を太径軟性
部１０ａとして、剛性を高くするようにしたのはこのような要請に適合するものである。
従って、軟性部１０における先端側の細径軟性部１０ｂとは独立した構成の太径軟性部１
０ａは、それに必要な剛性と、強度を持たせるように構成することができる。
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【００２３】
　このように、挿入部２において、途中から外径が変化するが、細径軟性部１０ｂと太径
軟性部１０ａとの間はテーパ部１０ｃとなっており、段差がなく滑らかに移行する形状と
なっているので、挿入操作時に引っ掛かりが生じる等といったおそれもない。
【００２４】
　そして、内視鏡によって大腸の内部を観察するために、挿入部２におけるアングル部１
１を適宜湾曲させるが、図５に示したように、先端硬質部１２を大腸内で反転させる場合
がある。このためにも、細径軟性部１０ｂから先端側は、直径が概略１０ｍｍであって、
ほぼ１８０ｍｍ程度の長さ分を持たせるのが望ましい。また、アングル部１１を最大限湾
曲させて、挿入部２の基端側方向を観察視野とする場合、細径軟性部１０ｂと太径軟性部
１０ａとの径差が大きいと、視野が大きく制限されることになるが、太径軟性部１０ａを
１２～１３ｍｍ程度とすれば、視野の制限は最小限のものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の一形態を示す内視鏡の概観図である。
【図２】図１の内視鏡の挿入部における太径軟性部と細径軟性部との連結部を示す断面図
である。
【図３】太径軟性部及び細径軟性部と、それらの連結リングの構成を分解して示す断面図
である。
【図４】図１の内視鏡の挿入部を下行結腸から脾湾曲部に向けての経路に挿入している状
態を示す作用説明図である。
【図５】大腸内で挿入部の先端部分を反転させた状態を示す作用説明図である。
【符号の説明】
【００２６】
１　本体操作部　　　２　挿入部
１０　軟性部　　　１０ａ　太径軟性部
１０ｂ　細径軟性部　　　１０ｃテーパ面部
１１　アングル部　　　１２　先端硬質部
３０，３１　連結リング　　　３０ａ，３１ａ　嵌合部
３０ｂ，３１ｂ　ねじ部　　　３６　回り止めねじ
３９　接着剤
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